苫　歯　発　第０５３号

平成２３年　５月１３日

会　員　各　位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　苫小牧歯科医師会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　若菜　和美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　八谷　征一

　　　　　平成２３年４月２５日午後７時３０分より、第１１７回苫小牧歯科医師会臨時総会が開催されましたので、ご報告します。

第１１７回苫小牧歯科医師会臨時総会の報告

　　　　日　時　　平成２３年４月２５日（月）午後７時３０分

　　　　会　場　　苫小牧市民会館　２０５号室

司　会：専務理事　柏村康治

開会に先立ちまして昨日午後からの東日本大震災における被災者及び関係者の方々に心からお悔やみを申し上げますと共に今日この場にいらっしゃる皆様方とご一緒に黙祷を捧げたいと思います。

１．開会宣言（副会長　加藤清志）

２．人員点呼（担当理事　八谷征一）

会員総数１１１名中、出席会員名３６名、委任状提出者４９名　計８５名

　定款第２７条により総会成立を確認。

３．会長挨拶（会　長　若菜和美）

「こんばんは。第１１７回苫小牧歯科医師会臨時総会にお集まり頂きましてありがとうございました。３月１１日からあっという間に１ケ月が経過しております。大震災後に寄付金をお願いしましたところ非常に短期間ではありましたが、

441,000円というお金を義援金として拠出して頂きました。３月２４日に日本赤十字社を通じまして被災地へ送りました。先生方もご承知の通り今回の大震災の被害は甚大なものがございまして、私たちの仲間の会員の先生たちもたくさん被災されております。先日の日歯広報によりますと、死者は合わせて９名の方が亡くなられていてさらに４名の先生が行方不明となっております。宮城県では全壊の診療所は５７ケ所、半壊は５３ケ所で１１０ケ所、宮城県の診療所の数は１０５０ケ所で１割強がほとんど診療になっていない。気仙沼地区では３４の診療所があったが、実際に診療ができている診療所は４ケ所だという状況です。その被害たるや私たちが想像に及ばない程であります。４月１３日の理事会におきまして、私たちに何か出来ないものかと考えました。日赤を通じまして一般の人に送りますと非常に時間がかかるようです。阪神大震災の時には被害者の方にお金が届いたのは１年半程かかったようです。今回は震災の大きさを考えると３年から５年かかるのではないかといわれております。私たちは同業者の方がどうにかならないかと理事会で色々と考えました。それは臨時総会開催の案内書かれております。なんとかお手伝いできないものか？災害地の歯科医院の再建・歯科医師会への義援金を是非とも協力したい、そのためには何よりも現金が一番いいのではないか？ということで理事会の中では1,000万円くらいどうだろうということになりました。この件に関しまして、審議、協議して頂き早く被災された人たちに義援金を送りたいと考えております。慎重審議の程よろしくお願いいたします｡」と挨拶があった。

４．議長選出

柏村康治専務理事より議長の選出について、出席者に図ったところ、執行部一任の声があり、議長に堤　厚二先生、副議長に宮本雄一先生が選出され、了承された。

５．議長挨拶（堤　厚二先生）

「ただ今、ご指名を頂きました。本総会の議長・副議長を務めさせていただきます。ご協力の程よろしくお願いいたします｡」との挨拶がなされた｡

６．議事録署名人指名

高松　譲先生と中西　亮先生が議事録署名人に指名された。

７．報告事項

柏村専務理事より義援金関係は資料２枚目にまとめてある。

資料を参考に義援金の経過報告が行われた。

８．議　事

・第１号議案　苫小牧歯科医師会から東日本大震災にて被災された歯科医師会へ義援金

　　　　　　　を拠出する件

柏村康治専務理事より「４月１３日理事会にて義援金について協議しました。日

赤を通じての募金とは別に実際に被災された歯科医師会へ義援金を送りたいと理

事者の気持ちが一致した。岩手、宮城、福島へいくらずつ分配し送るかは執行部

に任せてほしい。被災地の歯科医師会へ1,000万円義援金を拠出することに関し

てご審議していただきたい。」と上程された。

上田先生より「義援金を送ることはいいと思う。1,000万円は妥当なのかどうか？

わからない。現在歯科医師会保有財産がいくらなのか教えてほしい。余裕資産が

度のくらいあるのか？資料の提示をしてほしい。」と意見があった。

柏村専務理事より「資料提示はあった方がよかったと思う。資産について、概算

として3,100万円保有しており公益事業に限り９年間にわたって償却していく予

定である。今回1,000万円を拠出した場合は３年間短縮することになる。」と返

答があった。

佐々木久幸先生より「私は苫歯会保有の財産を使用することは反対です。今回の

災害は郡歯会に課せられたものではなく国家的規模の問題だと思う。道歯などが

音頭をとるのはよいと思う。郡歯会は上部団体がある以上協力する立場である。

あの災害をみるとお金を出したいと思うのは当然の気持ちで、しかし、復旧には

報道によると１０兆円なりのお金がかかる。今後１０年２０年にわたり増税を生

じること、復興させる為に我々全員がしょわなければならないものである。今か

ら１０年２０年にわたって、日本国家全体が支払うことになると思う。1,000万円

を出したとしても、家一軒が立つかどうかの金額であり、会員一人一人が１０万

円拠出することになる。会にお金が余っているからそれを回せばいいということ

ではなく、皆さんが蓄えたお金がである。蓄えたお金は、苫小牧市を中心とした

１市４町に何かあったときは支出する。今回の震災は誰も予知できなかったので、

今後何が起こるかわからない。我々は１市４町の人によって成り立っている。会

の有給財産を使うときは東胆振の人の為に使いたい。災害の為にお金を使いたい

という気持ちは皆さんあると思うが、義援金お見舞金として個々が出すことはよ

いことだと思う。会のお金を1,000万円も出して、振り向けることは納得できな

い。」と意見があった。

高橋寛先生より「歯科医師会として出して不足するものを個人的に出すべきもの

だと思う。金額はわからない。義援金として会員に何かを託すのであれば、歯科

医師会もそれなりの拠出をすべきだと思う。」と意見があった。

沖先生より、一つの参考として、上部団体として、歯科医師国保支部長会議で、

各歯科医師会へ３００万円、残り１００万円は日赤に出す。歯科国保組合を取り

崩すものではなくて余剰金の保有しているお金で出す。」と意見があった。

高橋康則先生より「額の問題ではなく、これだけの災害が起きて今何とかしなく

てはならないという気持ちは同じだと思う。我々は今生きているのでなんとして

でも出来る。上部団体に楯突くつもりはない。今一番生きたお金を使う為には何

とかして上げたいという気持ちが大きい。1,000万円は大きいです。だから値があ

る。逆の立場になったとき小さな団体から1,000万円はありがたいことだと思う。

代議員会に出席してきたときに、今一番必要なものは現金であると聞いた。公益

支出として計画しているが、　1,000万円を出しても明日から困ることはないだろ

う。国の大きな災害であろう今後あるかないかの災害だと思う。苫小牧歯科医師

会として一致団結し、同業者に出来ることとしてお金が一番だと思う。被災をさ

れた人のことを考えたとき、私たちが生活できることはありがたいことだと思う。

何が出来るかなと考えたとき、お金が一番だろうと考えます。お金を有意義に使

うことを考えたとき、1,000万円をなんとしてでも義援金としてお渡ししたいなと

思いで提案いたしたところであります。どうぞ慎重審議をお願いしたいと思いま

す。」と意見があった。

佐々木久幸先生より「組織・会として出すことは反対である。お世話になってい

る人達・子供たち・弱者に出すものはよいことだと思う。遠隔地のことに関して

は特に個人個人で出している。個々のできることはその程度のもの、税金の負担

で気持ちを現そうということになるだろう。会のお金を使うことは反対です。」　　　と意見があった。

金森先生より「５０−６０歳代の先生、命が助かったが何をしてよいかわからない

という状況がある。あの被災者に比べたら今の苦労は大したものではない。法人

化としてあるお金を自分たちの為だけでなく、生きたお金として使用できる余裕

のお金がある。会員が１１１名の苫歯が出したら他の団体への影響があると思う。

診療所を失った同業者ならわかることだと思う。『一般の人と同じように不幸な

ことになりましたね。私たちの生活があるのでこれしか出せません。これでは何

の為の歯科医師会なのだろうと思う。』1,000万円は非常に生きたお金となると思

う。」と意見があった。

尾形先生より「同業者に出すのはよいと思う。どうして苫歯から1,000万円出す

のかといういきさつを教えていただきたい。道歯との擦り合わせなどあるのか？」

質問があった。

柏村専務理事より「道歯との擦り合わせはなく、理事会で出た内容です。」と返

答があった。

尾形先生より「苫歯だけが1,000万円出すことなのか？日歯が、道歯が、札歯が

いくらなのか？他の団体との擦り合わせをすべきだと思う。」と意見があった。

金森先生より「義援金なのですり合わせは必要ないと思う。それぞれの会でのこ

とだと思う。気持ちの問題と思う。数々の災害があり、樽前山噴火した際は十勝

まで火山灰がとんだ、我々にも起きることがある。新しいことをやるには反対が

ある。今回これを提案したのは同業者として痛みを分かち合いたいという気持ち

からの義援金である。と意見があった。

議長より「執行部から公益支出計画の説明をしていただきたい。」と提案があっ

た。

会計担当理事木村先生より「会の財産は現金で定期預金1,000万円、普通預金

2,100万円あり、その他保有資産を入れて、3,500万円から4,000万円の間の財産

として保有財産として認定され一般法人に移行すると思います。これらの財産は

移行する際にのせた公益支出計画に乗っ取った公益事業のみに支出される。」と

説明があった。

沖先生より「苫歯のそう資産など苫歯が成り立つ為の資産はいくらなのか？」と

質問があった。

木村先生より「苫歯の総資産は現金が3,100万円、備品として1,000万円、道歯

企画の株券が２０万円など合わせて、合計4,226万円となります。スケジュール

として、公益支出計画、年間３７０万円の支出で償却していく９〜１０年くらい

のめどになります。」と返答があった。

沖先生より「現金3,000万円を取り崩していくことでしょうか？」と質問があっ

た。

木村理事より「今すぐにいこうとなるのであれば、4,200万円分を何年かかけて総

資産をすべて使用する。

上田先生より「９年間で償却した後はどのようになるのか？」と質問があった

木村理事より「９年間償却してゼロになる。一般法人ですからそれ以後の収入は

自由に使ってよいことになっている。一般法人に移行するときの会の現在保有の

4,200万円は公益事業にしか使うことができるのであって没収されることはない。

4,200万円を最初に提出した支出計画によって減らしていく。公益事業は年間

370万円ぐらいで、10年で3,700万円となります。公益事業計画の間の会費は積

み立てていくことが出来る。」と返答があった。

高橋寛先生より「話が細かくなってきているので整理してもらいたい。義援金を

出すのかどうか？最大いくらにしたらよいか？を決めてもらいたい。」と発言が

あった。

尾形先生より「苫小牧歯科医師会として出すのは反対です。自分たちだけで先に

やるのはあまりにも乱暴な話で、日歯、道歯とすり合わせをする努力が大切だと

思う。」と意見があった。

山崎次之先生より「歯科医師の数から考えると死亡した先生の数は少ないと思う。

先生の死者の分は日歯に出した方がよい。」と意見があった。

関先生より「それぞれ皆さんの意見は全て正しいと思う。個人として出来ること

は限られてしまう。歯科医師会でやることはよいことだと思う。」と意見があっ

た。

高松由貴江先生より「会として回せるお金があれば、義援金を歯科医師会に送る

ことは賛成です。」と意見があった。

今井先生より「被災地の地域の復興は数兆円規模になり、義援金が各個人に回る

のは３０数万円程度になるといわれている。国家レベルで復興していくことにな

ると思うが、我々の同業者をどう助けていけるのか？直接歯科医個人個人に渡し

て上げたい。出すことは賛成だが、金額が妥当かどうかは考える。」と意見があ

った。

石澤先生より「10年間手足を縛られているのであれば全部いっぺんに出してもい

いのかもしれない。少しオーバーですが。我々はつぶしの効かない商売なので、

少しでも助けになるのであればよいと思う。」と意見があった。

高橋康則先生より「上部団体は関係ない。歯科医師を助けるには何が出来るのか？

義援金を出すことは皆さん賛成だと思う。額の問題だと思う。上部団体がやらな

いのなら、我々が同業者を救う為にはお金が一番だと思う。

被災しなければ、働けると思う。被災地はそうではない。1,000万円は小さい額で

はないと思う。だからこそ価値があると思う。」と意見があった。

議長より「1,000万円の支出によってこれからの会務運営に何か支障がないかどう

か？執行部に確認をしたい。」と質問があった。

木村理事より「支障はありません。」と返答があった。

議長より「個々の会員には迷惑をかけない。という金額であることを確認しまし

た。」とお話があった。

佐々木久幸先生より「我々のお金なので上部団体のことは関係ないと思う。我々

のお金であるので我々の意思で決めるべきと思う。大きい組織日本歯科医師会で

は救いの手を伸ばすだろう。今はまだだと思う。苫歯が始まって、４０〜５０年

入会金としてためた金額なので、苫小牧近郊１市４町の地域にすんでいる方々に

対して歯科的な手厚い対応の為に使われるべきお金だと思う。突発的な災害につ

いては個人的な義援金でまかなってもらう。なにも苫小牧から出していない訳で

はなく個人的に出していると思う。」と意見があった。

　　　上田先生より「一番大事なのは、やれることはやってあげたい。我々の出来る範

　　　囲内で、大丈夫だとわかったお金でやるといい、今後のことをもう少し話し合っ

　　　て決めた方がよい。義援金を出すかどうかを決めて、金額に関してはもう少し話

　　　し合うべきだと思う。９年後に償却して残金がなくなって、会の運営に支障が起　　　きない金額でやっていく。」と意見があった。

宮本副議長より「公益法人改革の副委員長として話をします。3,000万円なり

4,000万円は公益事業にだけ使わなければならない。今後皆さんの会費は集めてい　　　きますのでお金は残っていきます。会で持っている財産は減らす方向でいきます

が、これから皆さんから集める会費は財産としてためていける。上田先生が心配

していることは、3,100万円現金がある。そのうち1,000万円を出してしまうと

2,100万円が残り、それを６年間で償却していくと６年間皆さん集めていく会費分

のお金が溜まり、自由に使えるお金になる。６年間でお金の入れ替えが出来るこ

とになる。移行するときの財産は全て公益の事業にしか使用することが出来ない

ことです。」とお話があった。

　　　木村理事より「現在の試算では１年１５０万円をプラスで残せると思う。」と意

　　　見があった。

　　　沖先生より「今日議決をとるべきではないと思う。義援金は個人の気持ちで出す

　　　べきものだと思う。長年にわたってためたお金なので、今ここで決めるよりも何　　　度も話し合って決める方がよいのではないかと思う。」と意見があった。
　若菜会長より「義援金について金額を決めるために調べてみた。どれくらいの金　　　額がよいのか正解なのかわからない。いろいろ集めた情報では、旭川３県歯科医

　　　師会に５０万円ずつ、小樽１００万円、日赤に５０万円の予定、千歳は決定では　　　ないが１００万円ずつ、日高は１００万円　１００万円の予定のようである。

　　　義援金を送ることは皆さん良いと思う。１００万円ずつと最初考えていました。

　　　理事会では高橋康則先生のご意見もあり、最大限1,000万円ということで総会で　　　会員の先生にご意見を拝聴して、決めていってはどうかと考えていました。金額　　　が大きいですので、どうしても納得できない先生がいらっしゃるのあれば金額に　　　関してはもう少し協議をしてもよいと思う。」と発言があった。

　　　高嶌先生より「納得出来る内容としては佐々木久幸先生の意見はもっともだと思　　　う。高橋康則先生や金森先生の思いやりの気持ち会のお金の使い道としても正し　　　いと思う。何に使われるのかわからないものに対して1,000万円を出すのはよく　　　ない。使われ方がわかるものはよい。使い道がわかるものに出してもらいたい。　　　奨学金として出すなど」と意見があった。

　　　本多先生より「義援金に対して、各先生がいうことはよくわかる。自分は迷って　　　いる。この場で少数で決めてもよいのだろうか？迷っている。」と意見があった。

　　　関先生より「義援金1,000万円だと１００人被災されたとすると１０万円になる。　　　日常の補助となるだろう。目的がわかってからでは遅すぎると思う。早くやらな　　　ければ意味が無くなってしまう。５月には決める気持ちで進めるべきと思う。

　　　１００万円だと１万円となり、何も出来ない。歯科医師会のお金があること、前　　　の先生の入会金は今の理事者に託されたお金だと思う。今の理事者の考えでいい　　　のはないかと思う。早くやらなければ効果はないと思う。」と意見があった。

　　　議長より「本来であれば、今日採決して苫小牧歯科医師会が進んでいって、議長　　　としては疑問がる。出席人数、ご意見を鑑みもう一度、理事会で協議してもらい、　　　５月の総会に最終的に提案してもらいたいと思う。もう一度煮詰めていただき資　　　料に関しても改めて審議の場を設けていただきたいと思う。いろいろな個人的な　　　意見などあると思う。」と発言があった。

９．協議事項

　　　特にありませんでした。

１０．その他

　　　総務担当理事八谷先生より、今回の議案に関しては再度５月の総会にて話合われ

　　　る旨の説明があり。５月の総会開催の案内がなされた。
１２．議長挨拶（副議長宮本雄一）
「本日はたくさんの御意見を頂き大変有意義な総会になったと思います。色々ありましたけれども慎重審議ありがとうございました。これで議長の任を降ろさせて頂きます。ご協力ありがとうございました。」

１３．閉　会　　午後９時２０分

柏村専務理事より閉会宣言がなされ、ここに終了しました｡
